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通話内容や伝言メモを録音する（親機) 


ずべての録音を合わせて最大約！吕分間録音でをま 
ず。録音できる件数は最大 30 件まででず。 1 件の録 
音時間が長いと録音でをる時間び減り、 30 件録音で 
をないことちありまず。 


親機で通話を録音する 


ツウワ□クオン中 


通話中に 
置録/機能0巧 J 甲し 

みまたは ▼) で 
r □クオン J を 
選び、を 
巧す^ 

参内線通話中は、通話録音でをません。 


録音をやめると 
をは^を J 甲す 


•録音び終わつたら、時刻と件数び自動的に 
録音されます。（タイムスタンプ機能） 



親機で伝言メモを録音する 


話し終わったら 

^を巧してか 

5、受話器を置 

< 



登録/機能〇 を巧し 

:▲) または： ▼) で 
r □クオン J を 
選び、を 

巧したあと、ま話 
器で伝言を話す 



♦録音び終わったら、時刻と件数び自動的に 
録音されまず。（タイムスタンプ機能） 


■ 録音内容を再をずるとをは 
(防5-己~5-6ベージ） 

■ 録音内容をミ肖モずるときは { b ®=5-7 ぺージ） 


をお知 S せ 

参子機で通話や伝言メモを録音することはでさませ 
ん。 

• ファクスのメモ U —受信データなどびあると録音 
でさる時間び少なくなります。 
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再ダイヤルの記憶を電話帳に營録する（子機) 


テ機では再ダイヤルに記憶した電話ま号を電話帳に登 
録ずることがでをまず。 


巧^お知 S せ 

• 親機では、再ダイヤルの記憶を電話帳に登録する 
ことはでさません。 


利に 

后苗 


通話ボタンを消なさせたが態で操作します。 



を前を入れる 
(最大12义き） 

(豚]-34〜1 - 
3 6ページ） 


カナ 


•名前の入力を省略するとさは手順4へ進み 
ます。 


:▲) または：▼で登 
録する電話ま号 
を選んだあと、 

を巧す 


細 

4 を巧す 

ノ]リ95 

カナ 




\ 「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
示して登録を完了します。 


モ機で再ダイヤルの記憶を電話帳に登録する 


靈籠 


再タイヤルの記憶を電話帳に登録するモ機 


6-3 















モー ニン グコー ルを®う（子機) 


モ機で、モーニングコールを設定ずることびでをま 
ず。「ピッ.ピッ…」とアラーム音が鳴って、お知5 
せしまず。（約5分間隔で1分間鳴り、7回くり返し 
まず。） 


J モ機でモーニングコールを設定する 



(、または(▼:で 
r アラームセツ 
テイ J を選んだ 
あと、@を巧す 



アラーム 時刻を 
ダイヤルボタン 
で入力する 
(24 時間制で4 
ケタ人力しま 
す） 

♦すでに設定している時刻を変更するときは、 
または； ►; で変更する時刻に力ーソル 
を移動し、新しい時刻を入力しまず。 



■ 途中でやめるとまは 

屑 を押します。 

■ モーニングコールの音を途中で止めるとまは 

モーニングコールのアラーム音び鳴っているとき 
に子機のいずれかのボタンを押ずと、アラーム音 
はいったん止まります。（充電器に戻したり、取 
り上げたりしても止まります。）このあと約已分 
後には再びアラーム音び鳴り始めます。 

■モーニングコールを解除ずるとまは 
①0を押す 

③,; '▲') または,:大）で「アラームセッテイ」を選 
んだあと、@を押す 

③または,‘ V ,で 「 OFF 」 を還んだあと、曾 
を押ず 


巧^お知6せ 

参テ機の時刻び正しく合っていないと、モーニング 
コール設定を行ってを正しい時刻にアラーム音は 
鳴りません。テ機の時刻を合わせてから （ B を 1- 
28ページ）、モーニングコールを設定してくだ 
さい。 

•アラーム音は、テ機で設定した呼び出し音量と同 
じ大ささで鳴ります。 
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ほ音 （1 オクターブ下） 中音（標準） 高音 （ 1オクターブ上） 

(入力画面では、 「 U び表示されます。 ）( 入力画面では、 「 M 」 び表示されます。 ）( 入力画面では、 「 H 」 び表示されます。） 


■入力でをる音巧-化巧 

巧の音巧や休符が入力でをまず。 


ディスプレイ表ち 

音符 

体待 

長さ 

ディスプレイ表示 

音符 

休符 

長さ 

1 

〇 

百 

全音符（休符） 

4. 

J. 

求 ' 

付点4分音符（休符） 

16 


夕 

1 曰分音符（体符） 

2 

J 

互 

2分音符（休符） 

16. 

よ 

ブ ’ 

付点 1 日分音符（化巧） 

2. 

J. 

互- 

付点2分音符（休符） 

8 


7 

8分音符（休符） 

16_3 


一 

1巨分3連巧 

8. 


7. 

付点8分音符（休符） 

8_3 

jj] 

一 

8分3連待 

4 

J 

未 

4分音符（休符） 

4_3 

1 - 3-1 

jjj 

一 

4分3連待 


■入力画面のし<み 



. 恒利に 

自分で呼出音を作る（オリジナルメ □デイー）^ 


テ機では、電話びかかってをたときの P 乎出音メ□デイーを自分で作成することびできまず。（着メ□作曲機齡 
作成したメ□ディーは、モ機の呼出音としてお使いいただけまず。 


■入力でをる音の高さ 

巧の高さの音び入力できまず。 （3 オクターブの範囲でず。半音ち使えまず。） 

J . - 干干 


.シ— 


.ソ 


フ 

-ミ 


# 
I ド 


.シ- 


.ラ 


.ソ 


フ 

-ミ 


# 

I レ 




■ シ I 


.ラ 


フ 

-ミ 


-♦ — 


レ 


;- U 

巧 W 

-• ——ピ 
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自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー） 


呼出音（オリジナルメ□ディー)を作る操作でず。 


通話ボタンを消灯させた状態で操作しまず。 

1^を巧す 



( i : または(▼:で 
r メ□デイトウ 
□ク J を選んだ 
あと、 （ S ) を}甲す 



する（40〜 
190) 


>はじめは120になっています。（数値び大 
さいちびテンポび连くなります。） 

>▲'，'または‘'、で、テンポを調整すること 
ちでさまず。このとさは4テンポ間隔とな 
ります。（最小40、最大1日日まで） 
◄'，または;'で カーソルを 動かせます。 


4 を巧す 


>メ □デイーの入 
力画面になりま 
す。 


ダイヤルボタン 
でメ□デイーを 
入力する 


>已-7ページのメ □デイーの入力ち法を参照し 
て、メロディーを入力して<ださい。 



途中でやめるとまは 

^を押します。 





b ® 利に 


6巧の音を入力するとをは 

ザを巧す 

•音符や休巧の種類を指定したあとや1つ前 
の音とちびラボタンで音の高さや休符を指 
定するとをは、この操作は必要ありません。 


7 手順日〜 B をく 

り返して、すべ 
てのメ□ディー 
を入力する（最 
大60音） 

♦メロディーを途中で確認するとさは、カナ/ 
キャッチボタンを押すと、入力したところ 
までのメ□ディーび確認でをます。 

参メ□ディーを修正するときは、または 
‘‘、▼，'で'、修正したい音を表示させたあと、ク 
U アボタンを押して入れ直します。 


8 ずべてのメ□デイー 
を入力したら 

( m を巧す 

♦作り終わった才 U ジナ j レメ□デイーをすぐに 
変更するときは、このあと;'または：▼'，で、 
「ヘンコウ」を還んだあと、機能ボタジを巧 
すと、手順3に戻りまず。 

9 みまたは(▼:で 

r トウ□ク J を 
選んだあと、 

を巧す ^ 

•このあと、待機画面に戻ります。 


オリジナル（自作）メ□デイーを作る 


自分で呼出音を作る(才 U ジナルメ□デイ—) 


屬な籠 
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自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


メ□ディーを入力ずるには、ダイヤルボタンを使って、音の高さ（ドーシ）や休巧、音の長さを入力しまず。 
各ダイヤルボタンには音の高さ（ドーシ）や休符、音の長さを入力できるように割り当て日れていまず。ボ 
タンを巧ずごとに、入力が切り替わります。（入力割り当て表防=6-8ぺージ） 


J 音の高さやが巧を}錠する 


謹 lal 


J 節や獅種類を指定する 


メ□デイーの入力画面にしたあと、ダイ 
ヤルボタンで入力します。 

•ボタンを1回押すと、中音で4分音巧び指定さ 
れます。 

同じボタンをくり返し押すと、同じ音で半音や 
1オクターブ上または下の音び入力でさます。 
(例）中音「ソ」4分音符 



をを/ 0。/ は、音符や休巧を選んでい 
るとをのみ有効となりまず。 

■ 作ったメロディーを利用するとまは 

「モ機の呼出音の種類を変える」（陵 =1-2 己ペー 
ジ）の手順3で才 U ジナルメロディーを選びま 
す。 

■ 才 y ジナルメ□デイーをミ肖ちずるとをは 

① 0を巧す 

② ‘:んまたは‘: y : i で「メ□ディショウキヨ」を 
還ぶ 


③ を巧す 

④ もう一度、を押す 


@または适）をくり返し巧し、音巧や 

化巧の種類を指定します。 

•休符の場合ち、音符の指定と同様になります。 
(例）中音「ソ」8分音符 



音をのばずとき（スラーの指定） 


音待を還んだあと、《夕を巧します。 

• 「->」が表されまず。 

なの音となめらかにつながるよラになります。 



符点付きの音符や3連符にするとき 


音巧を選んだあ と、喊を巧 し付点や3連 

巧を指定します。 3 

(例）中音「ソ」の8分の3連巧（瓦）の場合3 
連待を指定した「ソ」を3つ入力します。 


3連待 


資^お知 S せ 

•登録中に電話びかかってくると、入力中のメ〇 
ディーは、登録されません。はじめからやり直し 
て < ださい。 

• 操作の途中で1分しソ上何もしないでおくと、待機 
画面に戻ります。このとをは、はじめからやり直 
して < ださい。 
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自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


■入力割日当て表 


巧ず 

ボタン 

音階 

表示 （M :中音 / H :高音 / L ほ音/#:半音） 

の 

ド‘ 

M ドー M ド# 一 H ドー H ド# 一 L ドー L ド# 

牛 1 

(§) 

レ 

M レー M レ# 一 H レー H レ# 一 L レー L レ# 

牛 1 

( 3 ^ 

云 

MS 一 HS 一 L ミ 

牛 1 

碱 

ファ 

M ファ — M ファ#— H ファー H ファ# — L ファー L ファ# 

个 1 


ソ 

M ソー1\/1ソ# 一 H ソーりソ# 一 L ソー1_ソ# 

牛 1 


ラ 

M ラー M ラ# 一 H ラー H ラ# 一 L ラー L ラ# 

牛 1 


シ 

M シー H シー L シ 

♦ 1 

域 

\ 

-> (スラー）一（スラーなし） 

牛 1 


\ 

(付点） 一3 (3 連锁 一 （なし） 

牛 1 


休符 


を 

\ 

8 一 1 目 一] 一 2 一 4 

(8 分音符/休符） （16 分音符/休符）（全音符/休巧）〔2分音符/休符） （4 分音符/休巧） 

个 1 

風 

\ 

2 一 1 一 16 一 8 一 4 

(2 分音符/休巧）（全音符/休符） （1 日分音符/休巧） （8 分音符/休巧） （4 分音符/休巧） 

午 1 


付点は、2分音符 （2 分休符）、4分音符 （4 分体待）、8分音符 （8 分休符）、1日分音符 （1 日分体 
待）にのみ有効です。 

《2 3連待は、4分音符 （4 分休符）、8分音符 （8 分休符）、1日分音符 （16 分休符）にのみ有効です。 


メ□ディーを入力中に次のボタンを使って、メ□ディーの確認や変更ができまず。 


巧ずボタン 

機 能 

巧魚/クリア 

( S ) 

<短<巧す>選お中の1音を削除 
<2砂 LU 上押す > 全音削除 

ぶチ’ 

メ n ディー確認 

( A ) または 

音符スク□-ル 


をお知 S せ 

参「ミ」または「シ」は、半音上げることはできま 
せん。 

参「# :シャープ」は、音を半音上げます。 「 b : 
フラット」は、半音下げます。 「 b 」 にするとき 
は、1つ下の音階を入力したあと、半音上げてく 
ださい。（例： 「 M シ b 」は 「 M ラ#」と入力し 
まず。） 
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自分で呼出音を作る（オリジナルメ□デイー) 


オリジナルメ□デイーを巧更する 


通話ボタンを消灯させたが態で操作します。 


r オリジナル 
(自作）メロデ 
ィーを作る J 
(腐■巨-巨ぺージ） 
の手順1〜2を 
巧5 




ダイヤルボタン 
でテンポを巧更 
したあと、 （ S ) 
を巧す ^ 


または’‘、 ▼} で、テンポを調整ずること 
もできます。（最ル4□から最大190まで、 
4テンポ間隔） 

> ;◄} またはで力ーソルを動かせます。 
>メ □デイー変更画面になりまず。 



4 音を変更する 


音符や休巧を変更ずるとを 


音長を変更する ► または f な） 

付点や3連巧を変更する ► @) 

参音の高さををえたり、音符を休符、休符を音 
巧に変更することはできません。 

いったん消去したあと、正しい音符や休符を 
追加してください。 


音巧または休符を追加ずるとを 


音を追加する 
休符を追加する 


►(巧〜卿 

►威 


♦選んだ音の前に、新しい音び追加されます。 
参すでに己0音入力されているとさは、追加で 
をません。 


音巧または休巧を消去ずるとさ 


内協/クリ7 


を押ず（短 < 巧す） 


参遲んだ音の1音び消去されます。 

スラー付さの音を消去すると、スラーを消去 
されます。 

♦ク U アボタンを2秒し U 上押し続けると、すべ 
ての音び消去されます。 


変更び終わったら 

を巧す 


(▲または（▼で 
r トウ□ク J を 
選んだあと、(騎 
を巧す ^ 


>このあと、待機画面に戻ります。 



■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 
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自分で呼出音を作る（オリジナルゾ□ディー） 


次の巧を登録ずる場合のボタン操作を巧します。（例：メヌエットバッ八作曲より） 


」 二110 C ； テンポ] 

1 2 3 4 5 6 7 8 


9 10111213 


養 


14 15 


直^司 

16 


17 1819 20 21 22 23 24 2己2巨 27 28 29 30 31 32 


奪 


n - T ^ 




「オリジナル（自作）□デイーを作る」（廊目-目ぺージ）の手順4〜7の操作で下記のようにダイヤル 
ボタンを巧すと上の巧が入力できます。（ X 数字は、ボタンを押ず回数でず。なは同じ音が続くので’'、 ▼ 
を押してからなの音符を入力することを表しています。） — 


I -1-1 

(5^ x 3 

n 2 — I 

留、留 

r 3 n 
(§)、(^ 

厂4つ 

V 

1— 己一1 

の X 3 .を 

1-6-1 

@) x 3 

1-7-1 

喔 ） 0 

8 

|~ 9 ~| 

1-10-1 

1—11—1 

1—1 吕 _1 

1 —13 — 1 

「14っ 

感 

感乂を 

の xs . 窗 

卽] X 3 、け^ 

x 2 、 C 光、 

1^ X 4、0) 

(§) x 30 

rl 5 n 

1 色 

rl 7 n 

1 —18— 1 

1 — 1日 一 1 

厂20つ 

「2 い 

留〇 

励 

の X 3 

屬) x 3、包 

の X 3 、 窗 

谭)、留 

錢)、を） 

吕吕 

1 ~23— 1 

「吕 4-1 

厂2 已一1 

r 2 色一！ 

27 

厂吕8 -] 


の X 3 ' 留 



咬身 X 




-29 っ 


厂3〇-| 


31. 


-32- 


I 一一 I I 一一 I I 一 ■ I I 一一 

@、な 轉、留 减 x 2、@ @、の 


ro £) 


( K ) を2回押して><1□ディーを 


成りに 

論易 






… J 


登録物 
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通話ボタンを消口した状態で 


(機能） ♦ 「キ- タツ チト- ン」 を選ぶ > 辦 旬 




マルチフアンクシヨンキーの 
'、'◄}または，'、で 


roNj 

roFFj 

のどちらかを選ぶ 


f 機龍） 


待ち受け時間 


充電完了後に、テ機を充電器に置いていない状態で、待ち受けられる時間を長くすることができます。 

-ヒョウジユン 待ち受け時間は約 2 日日時間にな 0 ます。 

-チョウジカン 待ち受け時間は約 24 日時間にな 0 ます。 

( 「チヨウジカン」にすると「ヒヨウジユン」のときよりもテ機の呼出音び遅れて鳴ること 
びおります。） 

待ち受け時間とは充電完了後にテ機を充電器に置かずに一度わ通話しない状態で待ち受け 5 れる時間です。 
通話したり呼出音び鳴ったりすると待ち受け時間は短くなります。 


テ機のボタンを押したときに、「ピッ」音（キータッチ!-ーン）を鳴らします。 
•ON テ機のボタンを押したときに「ピッ」音（キータッチトーン）が鳴ります。 

•OFF 「ピッ」音（キータッチ!-ーン）は鳴りません。 


テ機を充電器から取り上げるだけで通話ボタンを押さなくても電話を受けることができます。 
•ON 着信時にテ機を充電器か 5 取り上げるだけで、すぐに通話でさます。 

•OFF テ機を充電器から取り上げたあと、通話ボタンを押してか5通話します。 


通話ボタンを消口した状態で 


機能） 


「マチウケジカン」を 選ぶ 






マルチフアンクシヨンキーの 
( A '; またはで 


のどちらかを還ぶ 


■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 


通話ボタンを消打したが態で> > 「クイックツウワ」 を選ぶ> り >> 




マルチフアンクシヨンキ- 
◄''，または,’'►:'で 


-の iroNm 

「 OFF 」 

のどちらかを選ぶ 


(機能） 


キータッチ音出力 


子機をもっと便利に®う 


恒利に 


テ機をもっと便利に使うために、いろいろな登録-設定をずることができまず。 

子機で設定します 

各項目（ディスプレイ表示）を選ぶときはマルチフアンクシヨン キー の‘: ▲'! またはで選びます。 


(例） 



を押す 


クイック通話（着信のときのみ） 



工場出荷時は^ MT こ設定されています。 


靈籠 


子機をちつと便利に使ラ 


はた S き 


はた6き 


はた S き 
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子機間通話 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


受'日。百里 

切換 


特大•標準 


特大•標準 


特大•標準 


特大'標準 


特大•標準 


大•標準 


大•標準 


大•標準 


大'標準 


大'標準 


1-24 


ス ピー カ- 
ホ ン通話 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


X 


番戸' 
名前表示 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


〇 


7-2 


着信記録 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


〇 


7-7 


着信鳴り分け 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


〇 


7-1 已 


磯 

能 


子機間 
ひと声通知 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 
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テ 

機 

を 

増 

ミ几 

己又 

す 

る 

這 

ミ厂 b 

己又 

子 


機種名 


機能名 


付属の 
テ機 


CJ-KS4 


CJ-KS7 


CJ-KS5 


CJ-KS3 


CJ-KS2 


CJ-KS1 


CJ - KV 7 巳 


UX-KF3CL 


UX-KF1CL 


この臟 
説贈の 
割吾ぺ-ジ 


電 

話 


電話帳機能 


〇 

り00人) 


〇 

(100人) 


〇 

(100人) 


〇 

り00人) 


〇 

(100人) 


1 


乂※1 


〇 

(加人) 


〇 

(100人) 


〇 

り00人) 


2-13 


再ダイヤル 


〇け件) 


〇け件) 


〇り日件) 


〇 (10 伯 


〇 (3ft) 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 
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ダイヤル 
ボタン点な 


X 


〇 


〇 


X 


〇 


〇 


X 


〇 


〇 


優先呼出 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


X 


X 


〇 


〇 


〇 


2-8 


モーニング 
〕ール 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


X 


X 


X 


〇 


〇 


巨-4 


利に 


子機を増設ずる惟設子機) 


子機を増設ずると子機を呼び出すとさの子機ま号は次のよラになりまず 


UX-F12CL 


UX-F12CW 


付属のデ機 


増設したモ機 


を 


モ機番号 
① 


子機ま号 

②③④ 


付属のテ機 


増設した子機 


B 


惡 

譽 


f 



令 

し 


言 

1 ) 


兮 

、1 


u 


子機番号 
①② 


モ機ま号 

③④ 


テ機は、付属のテ機しソ外に3台まで、 UX-F12CW は2台まで増設ずることびでさまず。 


子機を増設しても子機間通話はできません 


参 i 曽言受でさるテ機は巳」- KS4、CJ-KS7、CJ-KS 已、 CJ-KS3、 巳」- KS2、 巳 J-KS1、CJ-KV7 已、 
UX-KF3C し UX-KF1CL です。また、 BS/CS チューナー用コードレス通信ユニットにふ 
KBS1) び増設できます。他のモ機は増設できませんのでごま意ください。 

♦機種によっては、生産び完了している場合もあります。あらかじめ在庫等を販売店にお確かめの上、 
お買いホめください。 

参増設テ機の登録方法は、別売の増設テ機に付属している登録手順説明書をご覧ください。（増設登 
録手順タイプ A と記載されています。） 

参子機を増設したときは、操作び異なりますので、詳しくは増設子機の取扱説明書をご覧ください。 


>UX-F1 2CL/CW に増設した場合の機能比較 


ナンパ-ディスブレイ暨 

- . 2 

1 


覇な籠 


短縮ダイヤルとして、10かまで記憶させることびでをます。 
































































































プッシュホンのヴービスを利用ずる 


ダイヤル回線をお使いの場合でを卜ーンボタンを巧す 
と、プッシュ回線と同じ卜ーン信号（ピッ、ポッ、 
バッ）を出ずことびでをまずので、交通機関の予約や 
銀巧の残高照合などのプッシュホンサービスを利用で 
さまず。 


プッシュホンヴービスを使う（ダイヤル回線ご利用時) 



)規機 


S 


モ儀 


-( 参を巧す * & @を巧す 

♦このあと、アナウンスにしたびって操作し 
ます。 

♦これし U 降は、ダイヤルボタンを押すとトー 
ン信号び送られます。 

♦電話を切ると、自動的にもとのダイヤル回 
線の信号（パルス信号）に戻ります。 


卜ーン信号とは 

プッシュホン回線（Iン）で電話をかけるとき 
の「ピッ、ポッ、パッ」といラ音のことです。 
ダイヤル回線でご契約されているちでも、 

感 (親機の場合）または@ (子機の場合）を 
押すと、この!ン信号を出すことびでさます。 


をお知 S せ 

♦サービスの種類によっては、トーンボタンを使っ 
てち受けられないをのびありますので、詳しくは 
各サービスの提供先に確かめて<ださい。 

• テ機でトーンボタンを使ってサービスを受ける場 
合、トーン信号を5まく受け付けないサービスをあ 
りまず。このとさは、親機を利用してください。 


ii 


プッシュホンのヴ—ビスを利用する 
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キヤツチホンを利用する 


キャッチホン（通話中着信サービス）は、 NTT び 
行っているサービスのひとつでず。電話でお話しをし 
ているとをでち、別の人か6かかってさた電 R 5 をとる 
ことびでをまず。 

キャッチホンを利用ずるには、 NTT との契約が必要 
でず。 


1通話中に呼出音が 
聞こえたら 


C をとの通話に民るときは 
ち ラー 度 

0:30 

キャッチ 

含 

儒〇を巧す 


气造〇を巧す 

•キャッチホン■ディスプレイ （ B を 7-21 〜 7- 
23ぺージ）を契約しているとをは、巧手の 
ちの電話番号や名前び表示されます。（「ヒ 
ツウチ」「ヒヨウジケンガイ」「ジュシンエ 
ラー」「コウシュウデンワ」などち表示しま 
す。） 



通話中に呼出音び 
聞こえたら 

そ)を巧 1" 

参キャッチホン■ディスプレイ （ B を 7-21 〜 7- 
23ぺージ）を契約しているとをは、巧手の 
ちの電話番号や名前び表示されまず。 



をとの通話に戻るとさは 
ち ラー 度 


キヤツチ 


を巧す 


をお知 S せ 

参キャッチホンをご利用の際は、キャッチボタンをご使用ください。通話中にフックスイッチを押すと、 
キャッチボタンやな留ボタンび使えなくなります。 

参ファクス受信中に電話びかかってくると、記録紙に線び入ったり、送受信び中断されたりすることびあ 
ります。 

参親機で通話中にキャッチホンでファクスを受信するとさは、 FAX スタート/ミ夫定ボタンを押して受話器を 
戻さずにお待ちください。受信中に受話器を戻すと電話び切れて、をとの相手のちとの通話に戻れなく 
なります。 

参テ機で通話中にキャッチホンでファクスを受信すると電話び切れて、をとの相手の方との通話には戻れ 
ません。 

•キャッチホン I を利用して、割り込み音の回数を「0」回に設定すると、ファクス受信中に電話びかかっ 
てさても異常なく通信でをます。なお、詳しくは NTT にお問い合わせください。 

♦キャッチホン-ディスプレイを契約ずると、呼出音び鳴ると同時にディスプレイに相手のちの電話ま号 
などび表示されまず。 （ B を 7-2 1〜 7-23 ぺージ） 


(1 利に 


S 子機でキヤツチホンを使ラ 


親機でキヤツチホンを巧ラ 


題籠 


キヤツチホンをホ用する 
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% 


プレイ 





ぺージ 


ナンバー-ディスプレイを利用する‘ 

着信記録を表示する . 

着信記録を使って電話をかける••… 
着信記録を使ってファクスを送る… 



着信記録か！5親機の電話帳に登録する .7-12 

着信記録か！5子機の電話帳に登録する .7-13 

着信鳴り分け .7-14 

着信の種類に合わせてお断りの 

メッセージを流す .7-17 

特定の番号か5の電話にお断りの 

メッセージを流す .7-19 

キャッチホン-ディスプレイを 

利用する .7-21 




ナンバ I * 
ディスプレイ 
















































ナンバー • ディスプレイを利用する 


ナンパ'--ディスプレイとは、かかってをたホ目手のち 
の電話番号を表示ずるサービスでず。 



■巧手の方のを号を表示します。 


1 A が../ 

データの受信開始 


データの受信完了 





力'' イセンシヨウ中 

D 

一 

03876 已 432] 

D 





■規傑やモ機の電話帳に登録している巧手の方から 
電話びかかつてをたとをは、 

親傑では電話帳に登録しているち前と電話を号を 
まルします。 

モ傑では電話帳に登録しているち前を表示します。 




データの受信開始 


データの受信完了 


力'' イセンシヨウ中 

D 


イケタ'' サトシ 
0312345678 

D 


%) 





電話がかかって<ると… 


このサービスをご利用の際は、利用契約が必要でずの 
で、詳しくは NTT 窓□へお問い合わせください。 
サービスを契約したあとは、必ずナンパ'—-デイスプ 
レイを「スル」に設定してください。（防 7-3 ぺ一 
ジ） 

ナンパ'—•デイスプレイの設定は、はじめは「スル」 
に設定されていまず。 


ナン'パ—.デイスプレイを利用する 


穿レィ 
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ナンパー • ディスプレイを利用する 


%) 



降 


ナンパー-ディスプレイを利用設定ずる 


登録/機能〇 を巧す 


〈トウ□ク/キノウ〉 

0 r スル J を選び、 


1: シヨキトウ□ク 

FAX ストト/瓶 一■一 

を巧す 

スル ニ シ 7 シタ 


r シヨキトウ〇 
ク J を選び、 

FAX スタート/み定 * 化畔 

を巧す 


〈シヨキトウ□ク〉 

1:ヒツ''ケ■ゾコク 


• 「スル」に設定されます。 

♦ナンバー-ディスプレイを利用しないとを 

は、 「シナイ」を選び、 FAX スタート/ミ夫 
定ボタンを巧します。 


:▲) または：▼で 
r サービス U ヨ 
ウセッテイ J を 
選び、ち 
巧す^ 


r ナンバーデイ 
スプレイ J を選 
び、を巧 
す 


〈サーヒ''ス U 3 ウセッテイ〉 

1:ナン化' -テ'' イスフ•レイ 



〈ナン/、’ 

-デ ィス了レイ〉 

111: スル 

2 :シナイ 


♦はじめは、「スル」になっています。 

■ 途中でやめるとまは 

あを巧します。 

■ 1つ前に房るとさは 

气茜〇を押します。 


度"お知6せ 

参ナンバー•ディスプレイの和用設定を「スル」に 
設定してを、すぐにディスプレイには D マークは 
表示されません。 

設定を一度着信すると、 ロ マークび表示されま 
す。 

•ナンバー.ディスプレイを旧 DN 回線でお使いの 
とさは、ナンバー■ディスプレイ対応の夕 一 S ナ 
ルアダプタ （ TA ) をお使いください。 


ナン'パ—.ディスプレイを利用する 


寶レィ 
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ナンパー • ディスプレイを利用する 


電話がかかつてをたとをは 


ア¬ 


イスプレイ表示 


親機 


子機 


着信情報 


0387654321 

D 



巧手のちび自分のま号を通ミ日して、電話をかけてい 
るとさは、そのま号を表示します。 （ r 通常通知（通 
話ごと非通知）」のとを、または「18己」をつけて 
ダイヤルしているとさに表示します。） 


イケタ'' サトシ 
0312345678 

D 



相手のちび自分のま号を通知して、電話をかけてい 
るとさで、親機やモ機の電話帳に登録している巧手 
のちから電話びかかってさたとをは、親機では名前 
と電話番号を表示し、子機では名前を表ホします。（親 
機とモ機では電話帳び別なので、それぞれに登録し 
ている巧手のちの名前を表示します。） 

親機やテ機の電話帳に電話ま号を登録ずるとさは、 
同じ巿内の場合でもおず巿外局まか S 登録してくだ 
さい。 


ヒツウチ 


□ 



巧手の方び自分のま号を通知せずに、電話をかけて 
いるときに表おします。 ( 「通常非通ミ日（回線ごと 
非通知）」のとき、または「184」をつけてダイヤ 
ルしているときに表示しまず。） 


ヒヨウシ'' ケンカ•イ 

D 



相手のちびサービスを行っていない化域から電話を 
かけてをたときや、サービスの契約条件等により、 
ま号び表おできないときに表示します。（国際電話、 
船舶電話、新幹線電話、 VoIP 電話など） 


コウシュウテ.ンワ 

D 



相手のちび公ホ電話から電話をかけているとをに表 
术しまず。 

公ホ電話からでを巧手のちび「184」をつけてダイ 
ヤルしたとさは「ヒツウチ」になりまず。 


ノ • ュシンエラ- 

□ 



回線のが態などで、巧手のちの発信電話番号のデー 
夕を正しく受信でをなかったときに表おします。 


力'' イセンシ3ウ中 

D 



呼出音び鳴る前に、 NTT から相手の電話ま号データ 
を受信しています。この表示のとをに、電話に出る 
ことはでをません。 


% 


ナン'パ— •デイスプレイを利用する 


赛レィ 
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ナンパー • テイスプレイを利用する 


電話びかかってをたとさに、親機は、親機の電話帳に登録されているちの、テ機は、着信の種類に合わせて呼 
出音の鳴りちををえてお知らせします。（防 =7-1 4-7- 1已ぺージ） 


ネ目手のちびま号非通知 （ 「184をダイヤル」または、「通常非通知」（回線ごと非通知））で、電話をか 
けてくると、こちら側では呼出音び鳴らずにお断りのメッセージを流すことびでをます。（防 =7-1 7〜 7- 
18ページ） 


ネ目手のちび公衆電話やサービスを行っていない地域から電話をかけてきたとき、また、サービスの契約条件 
等によりま号び表示でをないとを（国際電話、船舶電話、新幹線電話、 VoIP 電話など）、こちら側では呼 
出音を鳴らさずにお断りメッセージを流すことびでさます。7〜 7-1 8ページ） 


あらかじめ特定のま号を登録しておくと、登録した巧手のちから電話びかかってをたとさに呼出音を鳴らさ 
ずに、お断りのメッセージを流すことびできます。 [ CSV - 1日〜 7-20 ぺージ） 


をお知 S せ 

♦ナンバー-ディスプレイを開始後に、サービス利用設定のナンパ'-.ディスプレイ（腐=7-3ページ）を 
「シナイ」に設定されていると、電話びかかってさたとさに、はじめに短い呼出音び日〜日回鳴り、こ 
のとさに電話に出ると切れてしまいまず。このあと通常の呼出音び鳴ってから、電話に出てください。 

•ナンバー.ディスプレイをご利用のときは、在宅モード時の〕ール回数（防 4-1 已ぺージ）や、留守モー 
ド時のコール回数 巳 - 3ページ）を2回し U 上に設定してください。 

•巧手のちのま号は親機で20ケタ、子機では1己ケタまで記録されています。ただし、ディスプレイに表 
示されるのは、親機では1日ケタ、子機では12ケタまでです。 

• 内線通話中に電話びかかってきたときは、着信表示されません。 

•ナンバー•ディスプレイは、 NTT の他のサービスと併用して使用できない場合びあります。詳しくは 
NTT へお問い合わせください。 

• ISDN 回線の夕 一 S ナルアダプタのアナ□グポート.構内交換機 ( PBX ) や他の通信機器に接続すると、 
ナンバー-ディスプレイび使えない場合びあります。 

•同じま号を親機やモ機の電話帳に登録すると、ナンバー•ディスプレイの名前表示[親機や子機の電話 
帳に登録している相手のちからの名前表示）び正常に動作しないことびあります。 

•巧手のちび、ナンバー-ディスプレイをご利用の場合は、発信時に相手のちにつなびるまでの時間び長 
くなることびあります。 

• 1本の電話回線に2台しッ上の電話機などを接続（ブランチ式接続）してご利用の場合は、発信電話番号び 
正おに表示されないことびあります。 


%) 


お断りずる番号を登録したとをは 


公巧電話/表巧圏かお断りを設定したとまは 


巧通知お断りを設定したとまは 


着信鳴り分けを設定したとまは 


ナン'パ— •デイスプレイを利用する 


ナンバ— • 
ディスプレイ 
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2 ▲またはみで 
r チヤクシンキ 
□ク J を選ぶ 


くトウ□ク/キノウ〉 

5 : チヤクシンキ□ク 

D 


A FAX スタ-卜/減 

3 を巧す 


〈チヤクシンキ□ク〉 

イケタ'’サトシ 

口 

♦最後にかかってをた巧手のちのま号（親機 
の電話帳に登録しているときは名前）と曰 
付-時刻を切り替えて表示します。 


»'： A ) を巧すと 1 件新しい着信記録を表示し 
よ9 〇 

を押すと]件ちい着信記録を表示しま 

寺。 


■ 着信記録の表おをやめるとまは 

獲を押します。 

■ 規機の着信記録を1つだけミ肖去するとまは 

① HMKO を巧す 

② ,:左）または,: V )で「チヤクシンキ□ク」を選 

ぶ 一 

③ こ至）を押す 

④ I 'んまたは |: y ) で、消まする着信記録を選ん 
だあと、气造〇を巧す 

⑤ もう一度、气這〇を巧す 

(表示中の着信記録び一件、消去されます。） 

⑥ を押ず 


巧^お知 S せ 

• 親機の着信記録を一度にすベて消去することはで 
をません。 

• 電話に出られなかったり、電話を受ける前に相手 
び切った場合でを着信記録び表示されます。 

参着信記録のま号を親機の電話帳に登録することび 
できます 。 （B を 7- 12ぺージ） 

♦親機ではナンバー-ディスプレイを契約していな 
いときでも、着信のあった日付' 時刻を表示しま 
ず。（モ機ではナンバー•ディスプレイに契約し 
ていないと、着信のあった日付-時刻を表示する 
ことはでをません。） 


%) 


着信記録を表巧ずる 


NTT のナンバ ー• ディスプレイやキャッチホン-ディ 
スプレイ（防 7-21 〜7-吕3ぺージ）を契約（有料） 
ずると、着«1踰が最大20件まで記録されまず。着信 
記録の番号や親機やモ機の電話帳に登録している名前 
をディスプレイに表示ずることができまず。 

20件を超えると古い着信記録か6消ちされまず。 



親機で着信記録を表示する 


登緑/臟〇ホ}甲す 


〈トク□ク/キノウ〉 

4 ▲または▼で 

〈チヤクシンキ□ク〉 

1:シヨキトウ□ク 

D 

選ぶ 

090876已4321 

D 


着信記録を表示する 


赛レィ 
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着信記録を表示する 


テ機でも、かかってきた番号は最大20件まで記録さ 
打ていまずので、そのま号やモ機の電話帳に登録され 
ている名前をディスプレイに表示ずることができま 
ず。 



通話ボタンを消灯させた状態で操作しまず。 



:▲) または： ▼) で選 


♦ を押すと1イ牛新しい着信記録を表示し 
9 0 

• を押すと1件ちい着信記録を表示しま 
ず 。 

•選んだあと、：、►:を巧すと着信のあった曰 
付-時刻を表示します。 


■ 着信記録の表示をやめるとまは 

@ を押します。 

■ モ機の着信記録をずべてミ肖ずとまは 

のをミ肖 I 灯させた状態で、を押す 

② I ぶ I または,:— ▼) で「チヤクシンキ□クク I 」 
ア」を選んだあと、0を押す 

③ をう一度、を押す 


巧^お知 S せ 

• 着信記録は親機と子機、別々に記録しています。 
•着信記録のま号を、子機の電話帳に登録すること 
びでさます。 （ B ぞ 7-1 3ぺージ） 
♦テ機の着信記録を1件ずつ消ずことはでをませ 
ん。 


%) 



[を2回巧す 


♦最後かかってさたホ目手のちのま号を表术 
します。子機の電話帳に登録しているとき 
は名前を表示します。 

♦再ダイヤルを消去しているとさは再ダイヤ 
ルボタンを1回押すとエラー音び鳴ります 
び、そのまま2回目を押すと着信記録を表 
w しぶす。 


J モ機で着信記録を表示する 


着信記録を表示する 


ナンバ— • 
ディスプレイ 
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半または水で 
選んだあと、ま 
話巧を取る 


> (▼) を押すと1件古い着信記録を表示しま 
ず'。— 

> (_▲) を押すと1件新しい着信記録を表示し 
ぶ9 〇 




184け E 适巧）や186 (通が）などをつけて電 
話をかけるとまは 

左記の①のあとに「184」や「18已」などをダイ 
ヤルして②〜⑤の操作を行います。 

( 「184」や「18已」などを親機び発信中のとさ 
は、②〜⑤の操作を行ラことびでをません。かし 
待ってから②〜⑤の操作を行ってください。） 


巧^お知6せ 

• 着信記録を使って電話をかけるときは、読上げボ 
イスダイヤル機能は働きません。（「184」な 
どダイヤルしたま号では働さます。） 


FAX スタート/紙 


かかってきた番号は最大20件まで記録されていまずの 
で、その番号を表示して電話をかけることびできまず。 
21件政上着信ずるとちい着信記録か6順に自動的に 
消えまず。 


登録/機旨旨〇を}甲す 


:▲) または: ▼) で 
r チヤクシンキ 
□ク J を選び、 

FAX スと卜/紙た*口* 

で"> を I 甲す 


■ 途中でやめるとさは 

受話器を戻します。 


■ 受話器を取ったちと、着信記録をほって電話をか 
けるとまは 

① 受話器を取る 

② SJ / KO を押したあと’: a ) または1:— ▼) で「チャ 
クシンキ□ク」を還んでを押す 

③ ,:左）または,: V 、 i で選んだあと、 

す —- 

④ 相手の方とお話しする 

⑤ 通話び終わつたら受話器を戻す 



〈チヤクシンキ□ク〉 
イケタ'' サトシ 

_口_ 


S 着信記録を巧って電話をかける 


〈トウ□ク/キノウ〉 
1:シヨキトウ□ク 

D 


親機の着信記録を巧って電話をかける 


⑨⑥⑨@ 
⑤⑥③⑨ 
①@@@ 



着信記録を使って電話をかける 


賓レィ 
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をお知 s せ 

• 親機-テ機とを、発信電話番号情報びない場合や 
受信エラーなどのとさは電話をかけることはでさ 
ません。 

• ネ目手のちのま号は親機で20ケ义モ機では]巨ケ 
夕まで記録されています。ただし、ディスプレイ 
には、親機では1日ケタ表示しますび、モ機では 
12ケタまでしか表示しません。 

•親機でコピー中のときは、子機の使用はできませ 
ん。 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 


通話び終わったら 

巧電器に房す 



参充電器に戻さないときは切ボタンを押しま 
す。 



着信記録をほって電話をかける 


%) 


[を2回巧す 



♦最後にかかってをたま号を表示します。子 
機の電話帳に登録しているときは名前を表 
/J 、しよす0 

♦再ダイヤルを消去しているときは再ダイヤ 
ルボタンを1回押すとエラー音び鳴ります 
び、そのまま2回目を押すと着信記録を表 
ノ」\しよす0 


:▲) または： ▼) で選 

会 J 語と、 嗟 




> を押すと1件古い着信記録を表示しま 

to 

> (▲) を押すと1件新しい着信記録を表示し 
ま— 争。 


J 子機の着信記録を使って電話をかける 


着信記録を使って電話をかける 



ナンパ—* 

ディスプレイ 
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親機の着信記録を使つてファクスを送る 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


4 fp ?? を巧す 




削 


a 


>送信する面を下にしてセットします。 
(一度に10枚まで） 

>画質を選ぶときは、画質/カナボタンを押 
します。 （ B を 3-4 ページ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


登録/機能〇 を巧す 


〈トウ□ク/キノウ〉 

1:シヨキトウ□ク 

口 


〈チヤクシンキ□ク〉 
イケタ'' サトシ 

D 


•最後にかかってをた相手のちの番号を表お 
します。（親機の電話帳に登録していると 
さは名前を表示します。） 


または： ▼) で 
選んだあと、 

を巧す 


FAX ストト/無 

な 


:、▲)または中で 
r チヤクシンキ □ 
ク J を選ぶ 


〈トウ□ク/キノウ〉 

日：チヤクシンキ□ク 

口 


を押すと]件ちい着信記録を表示しま 

も 

参 （▲) を押すと]イ牛新しい着信記録を表示し 

索す。 

♦このあと、自動的に送信を始めます。 


■ 途中でやめるとさは 

獲を押します。 

■ [■ほ信エラーびあ日ました。 J と聞こえた6 
(防 8- 19ぺージ） 


巧^お知 S せ 

•着信記録を使ってファクスを送るときは、読上げ 
ボイスダイヤル機能は働きません。 


S 着信記録を巧ってファクスを送る 

かかってをた番号は最大20件まで記録されていまず 

ので、その番号を表示してファクスを送ることびでき ~ If 

まず。 // 


着信記録を使ってファクスを送る 


寶レィ 
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テ機でち、かかってきた番号は最大20件まで記録さ 
れていまずので、そのま号を表示してファクスを送る 
ことがでさまず。 



1 


S モ機の着信記録を巧ってファクスを送る 


親機 

原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 




4<# 


モ機 




巧手のちび出たらフ 
アクスを送ることを 
伝无て 


心 


) 器黯 


@を巧す 


♦送信する面を下にしてセットします。 

(—度に10枚まで） 

参画質を遅ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


参相手のちとお話ししないでファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら、機能 
ボタンを押します。 

参相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。 

(おまかせ送信 b ®=4-3 ページ） 


モ機 

□ ィ。（を 2 回巧す 



0 

fir 

J [ 

no 

5 嫁モ機 



i 


い 

ill 

巧電器に房す 

1 


着信記録 


f 


•最をにかかってさた番号を表示します。テ 
機の電話帳に登録しているま号のとをは、 
名刖を表示します。 


3 苗モ機 

:▲) または：式で 
選んだあと、 
をを巧す 




参：平^を押すと1件ちい着信記録を表示しま 

も 

• {▲)を押すと1件新しい着信記録を表示し 

お。 

参通話ボタンび点なします。 

■ 途中でやめるとまは 

(0 を押します。 
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着信記録をほつてフアクスを送る 


%) 


着信記録を使つてフアクスを送る 


ナンバ— • 
ディスプレイ 
























































着信記録から視機の電話帳に登録する 


着信記録の中の電話番号を親機の電話帳に登録するこ 
とがでさまず。 


Mm 


登録/臟〇ホ}甲す 


〈トウ□ク/キノウ〉 
1:シヨキトウ□ク 

D 


登録/!能0 を巧す 




:または,)で 
r チヤクシンキ 
□ク J を選ぶ 


〈トウ□ク/キノか 

0ち刖を入れる 

アイテ；^イトウ□ク カナ 

日：チヤクシンキ□ク 

(最大 20 义き） 

ミウラヴオリ 

D 

(陪1 -31 〜1 - 

D 


:▲) または： ▼) で 
登録するま号を 
選ぶ 


〈チヤクシンキ□ク〉 
09087654321 

D 


3 3 ページ） 


A FA ) (スタ-卜/減 

3 を巧す 


， FAX スター ト/ミ視 

/ を巧す 


〈チヤクシンキ□ク> 

イケタ'' サトシ 

□ 

トウ□クシ7シタ 

D 



•親機の電話帳に登録されまず。 


を押すと1イ牛古い着信記録を表示しま 

ず。 

>1こ ▲) を押すと1件新しい着信記録を表示し 

卖奇。 


■ 途中でやめるとまは 

邀を押します。 

■ 1つ前に戻るときは 

气 go を巧します。 

■ 規機の電話帳の内容を1许ずつミ肖すとさは 
(防 2- 11ぺージ） 


■ 電話帳の内容をずべて消去ずるとをは 
{防 9-4 ぺージ） 


着信記録から親機の電話帳に登録する 


% 


着信記録か日親機の電話帳に登録する 


穿レィ 
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着信記録から子機の電話帳に登録ずる 


着信記録の中の電話番号をモ機の電話帳に登録ずるこ 
とがでをまず。 



S 着信記録か6モ機の電話帳に登録する 


通話ボタンを消灯させた状態で操作しまず。 



;▲) または： ▼) で 
登録するま号を 

選んだあと、 ( g ) 
を巧す 


ち前を入れる 
(最大12义字） 

(暇]-34〜 1- 
3日ページ） 


カナ 


♦名前の入力を省略するときは機能ボタンを 
押すと登録を完了しまず。 


細 

4 を巧す 

/I II 

カナ 




\ 「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
おして登録を完了しまず。 


■ 途中でやめるとまは 

^を押します。 

■ モ機の 電話 植の内容を消ずとまは 
{防 2- 13ぺージ） 



着信記録か日モ機の電話帳に登録する 


ナンバ— • 
ディスプレイ 
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着信鳴り分け 


NTT のナンパ'—-ディスプレイを契約（有料）ずると、電話げかかつてきたときに、親機では、 r 親機の電話帳に登 
録されている巧手のち J か5の着信に合わせて呼出音を変えることができまず。テ機では、 r モ機の電話帳に登録し 
ているち」、「非通知」、 r 公お電話」、「表示圏が」か日の着信に合わせて呼出音を変えることびできまず。 
はじめ、親機は「2 :シヨウシナイ」に設定されていまず。モ機は「お除」に設定されていまず。 



着信鳴り分けを設定していない相手の方のとさ 

親機では、] -2 已ページで設定した呼出音び鳴りまず。 
子機では、] -26 ページで設定した呼出音び鳴りまず。 


着信鳴り分けを設定した相手の方のとさ _ I 

親機では、親機の電話帳に登録されているちのみ 7- 
1已ページで設定した呼出音び鳴ります。 

子機では、着信の種類に合わせて 7-1 巨ページで設定 
した呼出音び鳴りまず。 


受話器を置いたまま操作します。 


登録/糖能〇 を巧す 


〈トウ□ク/キノウ> 

3人まにな▼で 


I :シヨキトウ□ク 

r シヨウスル J 

シ3ウスルこシマシタ 

D 

を選び、 

0 


を巧す 


:▲) または:▼で 
[シヨウサイセ 
ツテイ J を選び、 
を™す 


〈ショウサイセツテイ〉 

1:ナン"'' -テ'' イスフ•レイ 

D 


>「シヨウスル」に設定されます。 

»「シヨウシナイ」を還び FAX スタート/ま 
定ボタンを押すと「親機の着信鳴り分け」 
を解除します。 


r ナンパーデイ 
スプレイ J を選 
び、^^^^ 3 を巧す 


6 停止 

@を巧す 


r チヤクシジナ 
y ワケ J を選 
び、を巧 
す 


〈チヤクシンナ I 」ワケ〉 

1:シ3ウスル2.:シ3ウシナイ 

D 


■ 透中でやめるとまは 

あを押します。 

■ 1つ前に房るとまは 

气這〇を押します。 


巧^お知5せ 

参かかってくる巧手のちごとに呼出音を変えること 
はでをません。 


〈ナン A * -子.ィス了 レイ〉 
1:チヤクシンす U ワケ 

D 


%) 


親機の鳴り分けを設定する 


着信鳴り分け 


赛レィ 
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ツテイ J を選び、 
を巧す 


r ナンパーデイ 
スプレイ J を選 
び、を巧す 


:▲) または： Tit 
r ナ y ワケ（デ 
ンワチヨウ） J 
を選び、 

を巧す 


巧す 


〈ナン A * -テ*ィスフ。レイ〉 
1:チヤクシンナ1」ワケ 

□ 


固定 

日 I 

電話べル音 

メ □デイー 

02 

鳥の声 


03 

而立 

巧ナ曰 


04 

バツ八のインベンション 


05 

ビバルディの喜 


06 

アイネ-クライネ 


け I 」ワケ（デンワチョウ） 
2：卜1」ノコェ 

D 



■ 途中でやめるとまは 

あを押します。 

■ 1 つ前に房るとまは 

* jiio を押します。 


着信鳴り分け 


%) 


着信鳴り分け時の呼出音を選びまず。 


巧機の鳴0分け時の呼出音を選ぶ 


登 MiO を巧したあ 

と磬た肤 


で 


'ヨウサイセ 


くシヨウサイセツテイ〉 

^ Ai または ; fit 


I :ナン A '’ -デ ィスフ。レイ 

呼出音を選んだ 

テ‘ンシオンニシマシタ 

D 

卞户 FAX スタ-甲を 

D 


着信鳴り分け 


ナンバ I • 
ディスプレイ 
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着信鳴り分け 


モ機では、「モ機の電話帳に登録しているち」「非通知の電話」「公巧電話」「表示圏が」の4頃目ごとに 
呼出音を変えることがでをまず。 


通話ボタンを消打させた状態で操作します。 

1©を押したあ 
と、： ▲) または： ▼) 

で「チヤクシンナ 
リワケ J を選び、 

を押ず 



:▲) または： ▼) で 
鳴り分けをした 
い頂目を選んだ 
あと、解)を巧す 

参すでに設定している場合は、設定している呼 
出音び鳴ります。 


■ 途中でやめるとさは 

/?) を押します。 

■モ機の 着信鳴0 分けをお除ずるとまは 

手順3で、「ピピッ」と鳴るまで 

I :▲诗たは |: y ) を押して、@を押します。 


巧^お知5せ 

• かかつてくる巧手のちごとに鳴り分けを設定する 
ことはでをません。 


%) 


3 :▲) または：▼で 

呼出音を選ぶ 

参選ぶたびに、巧出音（*認音）び鳴ります。 


固定 

メ □ディー 

日 I 

「プルルルプルルル」 

02 

「ポ □□□ ポ□□□」 

03 

「ショートメ □デイー①」 

04 

「ショートメ □デイー③」 

〇已 

「ショートメ □デイー⑤」 

06 

「展覧尝の 絵」 

U / 

「エ U —ゼのために」 

08 

「のば日」 

U 9 

悟」 

オリジナルメ□ディ- 

I 日 

「オリジナル」※ 


《「自分で呼出音を作る（才 U ジナルメ□ディー）」 

(陪目-日〜目-1日ぺージ）で作ると選ぶことびでさまず。 

4 を巧す 

• 「ピー」と鳴って着信鳴り分けび設定され 
ます。 


J 子機の鳴り分けを設定する 


着信鳴り分け 


寶レィ 


7-16 
























着信の種類に合わせてお断りのメッセージを流ず 


電話びかかつてきたときに、啡厳日の電話」、 r 公ま 
ffll 舌か5の電話」、情示圏がか日の電話」など着信の 
谨頃に合わせて、お断りのメツセージを流ずことがでを 
まず。こち5側では呼出音は鳴りません。 

はじめは「1:シヨウシナイ」に設定されていまず。 


r 巧通知お断 0 J のとを 


朋手側 ] 



「この電話は、お受けすること 
はでをません。おそれいります 
び電話ま号の前に18日をつけ 
てダイヤルするなど電話ま号を 
: K 日しておかけ直しください。」 


※お断りのメッ セージび 3回 
流れたあと電話び切れます。 



[こち5側] 

呼出音は鳴りません。 



r 公巧電話/表示圏がお断り J のとを 


朋手側 ] 


《 お断りのメッ セージび 3回 
流れたあと電話び切れます。 



[こち5側] 

呼出音は鳴りません。 



ヒヨの’おが 


巧^お知5せ 

•お断り応答にしたとさは、緊急の用件でを着信音 
び鳴りませんのでごミ主意ください。 


%) 




着信の種類に合わせてお断りのメッセ—ジを流す 


ナンバ I * 
ディスプレイ 
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着信の種類に合わせてお断 0 のメッセージを流す 


置載臟〇を}甲才 


〈トウ□ク/キノウ〉 

] :シヨキトウ□ク 

口 


:丰）または：平で 
r シヨウスル J 
を選び、 


を巧す 


非通知お断りを 
設定したとを 


シ3ウスルニシ7シタ 


〇を陋19 


:▲) または: ▼) で 
r シヨウサイセ 
ツテイ J を選 
び、を押す 


r ナンパーデイ 
スプレイ J を選 
び、を巧す 


公巧電話/表示團が 
お断りを設定したとを 


〈シヨウサイセツテイ〉 



I :ナン A ‘ ーテ'' ィスフ。レイ 


シ3ウスルこシ7シタ 

0 


D り陋 I 


「シヨウシナイ」：お断りを使用しません。 
「シヨウスル」：お断りメッセージを流し 
て、電話を切ります。 


(ナン)、'' -テ‘ィスフ。レイ〉 
1:チヤクシンナ1」ワケ 

a 


6 信止 

@を巧す 


巧通知お断日を設定するとを 


• 「シヨウスル」にしたときは相手のちには 
呼出音び2回鳴ったあと、メッセージび3 
回流れて電話び切れます。 


:▲) または： ▼) で 
r ヒツウチオコ 
トワリ J を選 

けート' 


〈ヒツウチオコトワリ〉 

111: シヨウシナイ2:シヨウスル 

D 


7が FAX ストいみま*化 * 


公巧電話/表示图かお断0を設定ずるとを 


:▲) または▼で 
f コウシユろ/ 
ケンガイ J を選 
び、を巧ず 


〈コウシュウ/ケンカ'' イ〉 

111: シヨウシナイ2:シヨウスル 

a 


■ 途中でやめるとさは 

を押します。 

■ 1つ前に戻るときは 

*；|£0を押しまず。 


をお知6せ 

• 非通知や公を電話、表示圏かからの電話びかかっ 
てきたとき、呼出音はこちら側では鳴りません。 
(親機のディスプレイび点なし、ダイヤルボタン 
び点滅します。） 

参コピー中や受信メモ U —をプ U ントしているとさ 
に非通巧や公衆電話、表示圏外からの電話びか 
かってきたときは、巧手の方に呼出音び鳴りま 
ず。プ1」ントび終わったあと、巧手のちにお断り 
のメッセージび流れまず。 

• 非通知お断りや公衆電話/表示圏がお断0を設定 
しても、ナンパ'--ディスプレイに契約していな 
い場合は、お断りのメッセージは流れません。 


巧通知お断りや公巧電話/表巧图かお断りを設定する 


% 


着信の種類に合わせてお断りのメッセ—ジを流す 


穿レィ 
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特定の番号か6の電話にお断0のメッセージを流ず 


登録した特定ま号の相手のちか5電話びかかつてをたとを 
は、お断りのメッセージを流ずことびできます。 


け目手側） 


お断0するま号を登録したとさは 

(こち日側） 

呼出音は鳴りません。 




登録/摆能〇 を巧す 


〈トウ□ク/キノウ> 

D 登録ま号 （2 ケ 

〈トクテイ A ‘ ン〕 • ウ〉 

I :シヨキトウ□ク 

夕）を入れる 

アイテ N 0.セットクタ'' サイ 

D 

(00 〜 29) 

口 


L ▲:'または’:7)で 
r シヨウサイセ 
ツテイ J を選 
び、を巧す 


r ナンバーデイ 
スプレイ J を選 
び、^;^^^を巧す 


〈シヨウサイセツテイ〉 

1:ナン/ V ' -テ‘イスフ。レイ 

D 


〈ナン化' -テ'' ィスフ。レイ〉 
1:チヤクシンナ U ワケ 

13 


♦香号を入れまちびえたとさは、キャッチ/ミ肖 
モボタンを巧して手順4からやり直します。 

7電話番号を入れ 

る 

(最大20ケタ） 

♦電話番号を登録するとさは、同じ市内の場合 
でち必ず巿外局まから登録して < ださい。 
市外局まを登録しないと通常の着信とな 
り、呼出音び鳴ります。 

♦ま号を入れまちびえたとさは、キャッチ/消 
去ボタンを巧して、も5—度入れ直します。 


:▲) または：で 
r トクテイパン 
ゴウ J を選び、 

FAX スタ-卜/賊ぞ可す 


〈トクテイ八•ンつ•ウ〉 

1:トウ□ク2:クリア 

D 


FAX スさートづ綻4田^^ 

を J 甲す 


>手順日〜8をくり返して、30件の番号を 
登録でさまず。 


選び、を 
巧す心一 


9 停止 

@を巧す 


%) 


〈トクテイ A " ン〕 • ウ〉 

NO . 二日312 3 4 5 6 7 8 

口 


トウ□クシ7シタ_ 
_ 口技 吗] 


くトクテイ A " ンつ•ウ〉 
トクテイ N 0.= 

□ 


お断0する番号を登録する 


特定の番号からの電話にお断りのメッセ—ジを流す 


ナンバ I * 
ディスプレイ 
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特定のま号か 5 の電話にお断りのメッセージを流す 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


■ 登録した特定番号をプリントしておかめる 

記録紙びセツトされていることをお認する 
① g */ KO を巧す 

③.:んまたは,: V 、 I で「インサツ」を選び、 


气基〇を押しまず。 

恐娜す 

登録した特定香号をミ肖ずとまは 

③，:んまたは i : V 、 

① SMKO を巧す 

亩 k ぶ '-‘ 

②,:左）または |: V ) で「シヨウサイセツテイ」を 

を押ず 

、己コ - 、、、 FAX スタ-卜/游和， m 斗 

還ひ、を巧す 

れまず。） 


③ 「ナンパ'-ディスプレイ」を選び 、^ 
押ず 

④ ，'んまたは I ' y ' l で「トクテイバンゴウ」を逞 


び、を押す 


FAX スタ-卜な定 


⑤ . '▲'> または I ' T ' i で「クリア」を選び、 

を押す 

⑥ ミ肖去する登録番号 （00 〜 29) を入れる 
( z )' c 2> 娜す 

(続けて他の登録番号を消すときは、⑥〜⑦ 
をくり返す） 

⑨ 带 を押す 


巧"お知 S せ 

参お断りするま号を登録したとさは、緊急の用件で 
も呼出音び鳴りませんので、ごま意ください。 
(親機のディスプレイび点なし、ダイヤルボタン 
び点滅します。） 

参特定ま号の登録（最大3□件）ごとに別々の受け 
かたを設定することはでさません。 

参特定番号を登録してを、ナンバー-ディスプレイ 
に契約していない場合は、お断りのメッセージは 
流れません。 

• お断りずる番号からの着信びあった場合の呼出音 
の回数は2回です。変更ずることはできません。 


%) 


特定の番号からの電話にお断りのメッセ—ジを流す 


賓レィ 
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親機で通話中に受けたときは 

親機のみ巧手の方の名前と電話ま号を 
表示して、モ機には表示しません。 



, モ機で通話中に受けたときは 

モ機のみ巧手のちの名前を表示して、 
親機 I しは表术しません。 



巧^お知5せ 

参キャッチホン-ディスプレイで電話を受けたとさは、通話中にかかってをた電話ち着信記録に残りまず。 

(防7-日〜 7-7 ぺージ） 

参ネ目手の方のま号は親機で20ケタ、子機では1己ケタまで記録されていまず。ただし、ディスプレイに表 
示されるのは親機では]己ケタですび、子機では12ケタまでです。 

参親機-子機の両方で名前を表示ずるためには、それぞれ両方の電話帳に名前と電話番号を登録してください。 7つ1 


親機のみ巧手の方の番号を表示して、 
子機には表示しません。 


データの受信完了 



モ機のみ巧手のちの番号を表术して、 
親機1しは表术しません。 



T 

イ 

ス 

プ 

レ 

イ 

を 

利 

用 

す 

る 


■親機やモ機の電話帳に登録している巧手の方か5通話中に電話がかかつてまたとまは、規 
機では電話帳に登録しているち前と電話番号を表示します。モ機では電話帳に登録している 
ち前を表示します。 


キヤツチホン • ディスプレイを利用ずる 


%) 


NTT のキャッチホン•ディスプレイを契約馆料）ずると、通話中にかかってきたホ目手のちの番号を確認し 
てか6キャッチホンに出ることびでさまず。 


この サー ビスをご利用の隐は、①一③の NTT サー ビスへの利用契約び必要でず。 

① ナンパー-ディスプレイ（有料） 

② キャッチホン-ディスプレイ（有料） 

③ キャッチホン/キャッチホン n /マジックボックス/ボイスワープ/話中転送ヴービス 


《③についてはいずれかの契約（有料）び必要です。詳しくは NTT 窓口へお問い合わせください。 


■ ヴー ビスを契約したあとは、 2つの設定をずるが要があ0まず。 

-必ずキャッチホン■ディスプレイがービス利用設定）を「スル」に設定してください。（賊 7-22 ページ） 
また、ナンバー■ディスプレイ（サービス利用設定）が「スル」になっていることを確認してく 
ださい。 （ D 穿 7-3 ぺージ） 


キ 

ヤ 

、ツ 

チ 

ホ 

ン 


通話中に電話びかかってぐると… 


■通話中に電話びかかつてくると、巧手の方の番号を表示します。 


親機で通話中に受けたとさは 


子機で通話中に受けたときは 


ナンバ I • 
ディスプレイ 





































キャッチホン-ディスプレイを利用する 


「キャッチホン•ディスプレイ」のサービスをご利用の時は、設定を必ず「スル」にしてください。 
(はじめは、「シナイ」に設定されていまず。） 

《サービスを契約しているのに、利用設定を「シナイ」に設定していると、電話を受け5れないことがあります。 


■ 途中でやめるときは ■ 1 つ前に房るとまは 

を押します。 气這〇を押します。 

をお知 S せ 

参保留中、留守ま電話動作中、コピー中、ファクス送受信中は、電話ま号や巧手のちの名前などをディスプレイに表示しません。 
参キャッチホン•ディスプレイは、 NTT の他のサービスと併用して使用でをない場合びあります。詳しくは 
NTT にお問い合わせください。 

参キャッチホン•ディスプレイを利用するときは、次の点にを意ください。 

-ファクス送信中/受信中にキャッチホンび入ると、ファクスの画像び乱れたり、通信エラーになることびありまず。 
-キャッチホン n を利用して、割り込み回数を r 日」回に設定すると、割り込みび入らなくなりまずのでま 
号表示されません。 

-キャッチボタンを利用した後のみ、「おまかせ受信」機能び働きません。（ファクス受信するときは、 FAX 
スタート/ミ夫定ボタンを押してください。） 

• 通話中にキャッチホン着信び入ると、約1砂程度の無音状態び発生することびありますび、故障ではありません。 
♦に DN 回線の夕ーミナルアダプタのアナ□グポートや構内交換機 ( PBX ) に接続すると、キャッチホン•ディ 
スプレイび使えない場合びあります。 

•キャッチホン•ディスプレイの利用設定を「スル」に設定しても、すぐにディスプレイには <0マークは表示さ 
れません。設定を一度着信すると、 （日 マークび表示されます。 

♦キャッチホン•ディスプレイを契約後に、 r シナイ」に設をされていると、電話びかかってきたときに、はじ 
めに r ピポッ•ビュッ」といラ音び鳴ったあとキャッチホンの呼出音び鳴ります。 

♦キャッチホン'ディスプレイで着信したときは、ナンバーディスプレイ機能の中の非通知お断り、公ホ電 
話お断り、表示圏外お断り、特定ま号お断りなどは働きません。け目手のちにメッセージは聞こえません。） 
♦キャッチホン‘ディスプレイをご利用にならない場合は、利用設定を r シナイ」に設定してください。お話し中 
の声で、キャッチホン‘ディスプレイび働いて通話び途切れてしまラことびあります。 

♦ 1本の電話回線に2台 Li (上の電話機などを接続（ブランチ式接続）してご利用の場合は、発信電話番号び 
正常に表示されないことびあります。 

♦あとからかけてをたちの電話番号などは親機で約20秒間、テ機で約30秒間表ホされまず。 

• 通話中の声により通話び途切れる場合びあります。 

♦キャッチホン着信時には、1秒程度の無音状態び発生します。また、従来の着信表示音に加えて「ピッ」 
といった割り込み音とお話し中の声び重なりますと電話ま号の表おびでをないことびあります。 


%) 


gMSSgO 巧}甲す 


〈トウ□ク/キノウ〉 

4 (▲) または▼で 

〈キヤツチホンテ'' ィスフ•レイ〉 

1:シヨキトウ□ク 

r キヤツチホンデ 
イスプレイ J を選 

1:スル2:シナイ 


び、を巧す 


r シヨキトウ〇 
ク J を選び、 


:▲) または ：▼) で 
r ヴービス U 3ウ 
七ッテイ J を選 
び、を巧す 


くショキトウ□の 

a ▲,> または、▼，で 


1 :ヒツ•ケ.シ•コク 

r スル J を選び、 

FAX スタ-トタ定ホ*田す 

スルこシ 7 シタ 


〈サーヒ''ス I 」ヨウセツテイ〉 

1:ナン A * -テ‘イスフ。レイ 


参「スル」に設定されます。 

♦キャッチホン-ディスプレイを利用しない 
ときは、「シナイ」を選び、 FAX スタート 
/ま定ボタンを巧します。 


6 cfc を巧す 


イスプレイ（番号表示をが用設定する 


キヤツチホン•デイスプレイを利用する 


賓レィ 
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ディスプレイ表示 


親機 


モ機 


着信情報 


0387654321 

< cD 一 


ぶ 


相手のちが自分の番号を通知して、電話をかけている 
とさは、その番号を表示します。 ( 「通常通知（通話 
ごと非通知）」のとき、または「18日」をつけてダイ 
ヤルしているとさに表示します。） 


イケタ'. 

サトシ 

0 312 3 4 5 6 7 8 

含 

ci3 


ぷ 


ネ目手の方び自分のま号を通知して、電話をかけてい 
るとをで、親機や子機の電話帳に登録している巧手 
のちから電話びかかってきたときは、親機では名前 
と電話番号を表示し、モ機では名前を表示します。觸 
機とテ機では電話帳び別なので、それぞれに登録し 
ている巧手のちの名前を表示します。） 

親機やモ機の電話帳に電話番号を登録するとをは、 
同じ市内の場合でちおず巿が局番か6登録してくだ 
さい。 


ヒツウチ 

S 一 (D 


— 

ヒツ巧- 




ネ目手の方び自分のま号を通知せずに、電話をかけて 
いるときに表おします。 （ 「通常非通巧（回線ごと 
非通知）」のとを、または「184」をつけてダイヤ 
ルしているときに表示します。） 


ヒヨ ウゾケンカ'' 

i cD 




巧手のちびサービスを行っていない地域から電話を 
かけてさたとさや、サービスの契約条件等により、 
番号び表おでさないとさ表おします。 

(国際電話、船舶電話、新幹線電話、 VoIP 電話など） 


コウシュウテ'' ンワ 

S cD 一 


& 


巧手のちび公ホ電話から電話をかけているときに表 
7 J \ Uc ^^ 9 〇 

公衆電話からでち相手の方が「184」をつけてダイ 
ヤルしたとさは「ヒツウチ」になります。 


シ‘ ュ シン エラー 

S cD 


ぷ 


] ソ; 


回線の状態などで、巧手のちの発信電話番号のデー 
夕を正しく受信でをなかったとさに表おします。 


をお知 S せ 

•キ^ッチホン•ディスプレイの割り込み着信表示は、親機に0秒）/モ機 （30 砂）表示して、通話中 
表术1し民ります。 

•次のよラなとさは、電話を号を表示しない場合びあります。 

-大さな声で通話しているとさ 
-周囲び騒びしいとさ 

-設置場所から NTT の交換機まで距離び離れすざているとき 


キャッチホン-ディスプレイを利用する 


%) 


通話中に電話びかかってまたとをは 


キヤツチホン•デイスプレイを利用する 


ナンバ I * 
ディスプレイ 
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